
土佐電子工業株式会社 SDGs宣言
当社は、「『今、必要なもの』をお客様にお届けする」という経営理念のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

品質・お客様満足の向上 環境に調和したやさしいものづくり
お客様のニーズに合ったきめ細やかなものづくりに

努め、環境・品質にも配慮したより良い製品やサービス

を提供します。お客様に寄り添ったご提案、サービスの

提供を心がけ、お客様とWinーWinの関係を築きます。

豊かな自然の中で事業活動をしていくために、環境

問題を経営上の重点課題と捉え、環境負荷の低減に

取り組みます。四国の豊かな自然を未来に残すべく、

環境に調和したやさしいものづくりを目指します。

【主な取り組み】
ISO9001認証取得・品質マネジメントシステムの構築、

関連会社との連携による低コスト・短納期の実現、

クラス100クリーンルームの設置

【主な取り組み】
再エネ・省エネ設備の導入（太陽光パネル、LED、

電動フォークリフト等）、電力使用状況のモニター

監視・CO2削減、リサイクル資源の回収・ゴミの減量

働きやすくチャレンジできる職場づくり ガバナンス強化・情報セキュリティ
従業員の健康を最優先し、環境改善のための仕組

みづくりを行うことで、一人ひとりが最大限に力を発揮

できる職場を構築します。やる気次第でどんどん成長

できる、従業員満足度の高い組織を目指します。

地域社会やお客様の信頼に応え、継続的に企業

価値を高めていくために、ガバナンス強化に努めます。

お客様の大切な情報を預かる企業として、信頼を得ら

れるよう、情報セキュリティ対策に真摯に取り組みます。

【主な取り組み】
ハラスメント相談窓口の設置、女性管理職の育成と

登用、長時間労働の是正、労働安全衛生の徹底、

人材確保・キャリア形成、資格取得支援

【主な取り組み】
レジリエンス認証取得・持続可能な企業経営の実践、

BCP策定、情報管理体制の構築、機密性の確保・

機密漏洩の防止

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


